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平成２９年度（２０１８年） 広島市協同労働モデル事業



自己紹介・地域歴史
• 熊野 和雪 1950年10月21日生まれ（68歳）

• 安芸区畑賀一丁目１３－６７

• 6８年間生誕地畑賀学区で生活中

• H29年度人口4１00人、１８００世帯、65歳以上の高齢化率27.7％

• サンショウウオの生息

• 畑賀小学校児童とホタルの飼育・放流

• ほたる祭り、子供神楽保存会、芸術祭等三方山に囲まれた町

• 私が幼少の頃、父がブラジルに出張・移住

• 家族は祖母、母、姉三人の女系6人家族

• 畑賀大水害（大正１５年９月１１日）１９２５年、６時間で３５７ｍｍ

死者３６名、重軽傷者３４名、被害総額６８万６千円（４３億円）

・山陽本線列車脱線転覆事故（大正１５年９月２３日）

京都発鹿児島行の特急列車で死者鹿児島市長含む３６名
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『里山ワッショイ』の事業説明
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○団体名／里山ワッショイ

〇準備期間/H29年1月30日～H29年3月31日

〇出資金/出資金280,000円、市補助金251,000円、合計531,000円

○事業開始日／H29年4月1日 ○活動エリア／安芸区

○目的／地域の誰もが集える場所に、有償ボランティアとしてお互いが

助け合いながら楽しく充実した生活を送ることができ、安心し

て暮らせる居場所・地域づくりを目指します。

○事業の種類／①休耕田の活用と交流の場作り

（植栽・農業体験・屋外でのカフェ、マルシェの実施）

②困りごと支え合い（電球交換、庭木剪定、草刈等）

③山の魅力づくり（自然を活かしたイベント、プレーパークの実施等）

④里山ワーク（里山の魅力づくり、里山資源を活かした事業運営）



「①休耕田の活用と交流の場作り」の説明
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○事業目的

団体員所有の土地を活用したカフェやマルシェにより、地域住民同士や近隣地域

住民との交流機会を増やすことで地域コミュニティの活性化を図ることを目的とす

る。

○事業内容

・地域住民を対象に、他世代交流の場としてカフェ（サロン）、マルシェを実施する。

・クマ農園で農業体験を行い、子どもから大人まで幅広く交流

できる場、住民の困りごと相談もできる場として、情報収集や

支え合いのきっかけづくりの場とする。



「①休耕田の活用と交流の場作り」の説明
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「②困りごと支え合い事業」の説明
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○事業目的

困りごとを受け止めるワンストップがないとの声が主に高齢者世帯から挙がってお

り、その「ちょっとした困りごと」を支援することにより、地域住民に対し「支え合いの

ある安心できる、ふるさと影」として支えることを目的とする。

○事業内容

・ちょっとした困りごと（電球交換、庭木剪定、草刈等）を行う。
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「③山の魅力づくり事業」の説明
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○事業目的

影地域では、山の手入れをする人も減り、獣害が多く出ており、地域住民の悩み

の種となっている。そこで、山の手入れの機会を増やし山を活用することを通して、

獣害の軽減を目的とする。

○事業内容

・広島市補助事業 影山里山整備事業で影町内会が作成した山林の遊歩道の維

持管理・継続活用

・自然を生かしたネイチャーゲーム、プレーパークの実施



③山の魅力づくり
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「④里山ワーク事業」の説明
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○事業目的

里山にあふれている有効資源の活用や魅力の再発見をすることにより、子どもか

ら大人まで幅広い世代と共に“自然豊かな影地区”を創りあげていくことを目的と

する。

○事業内容

・森林組合や里山で活動する方との連携による里山資源を活用した事業の実施。

・筍掘体験

・筍加工（湯がいて、ジプロックに入れて参加者に販売）



④里山ワーク事業
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